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（
山
鳥
毛
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は
じ
め
に 

文
化
財
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
国
際
的
に
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ

で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
英
国
の
大
英
博
物
館
所
蔵
の
エ
ル
ギ
ン
マ
ー
ブ
ル

は
、
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
彫
刻
が
、
一
八
〇
一
～
〇
四
年
エ
ル
ギ
ン
伯
が
削

っ
て
英
国
に
持
ち
去
り
、
一
八
一
六
年
政
府
に
売
却
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
に
至
っ
て
英
国

と
ギ
リ
シ
ャ
の
間
で
そ
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
大
英
博
物
館
所
蔵

の
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
を
め
ぐ
っ
て
も
英
国
と
エ
ジ
プ
ト
が
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
Ｂ
Ｃ
一
九
六
年
に
エ
ジ
プ
ト
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
七
九
九
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍

の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
時
に
兵
士
が
発
見
し
フ
ラ
ン
ス
が
所
有
し
た
。
し
か
し
、
一
八
〇
一
年
英
軍
が

仏
軍
を
破
っ
た
た
め
英
国
の
所
有
と
な
り
、
以
後
大
英
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
近
年
エ
ジ

プ
ト
が
盛
ん
に
返
還
を
要
求
し
た
の
で
二
〇
〇
五
年
大
英
博
は
エ
ジ
プ
ト
へ
複
製
を
贈
る
が
、

問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。
発
掘
資
料
で
制
作
さ
れ
た
国
へ
返
還
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
ま
す
ま

す
制
作
さ
れ
た
国
か
ら
は
欧
米
の
博
物
館
に
あ
る
文
化
財
の
返
還
を
求
め
る
声
は
高
ま
る
ば
か

り
で
あ
る
。
そ
の
文
化
財
が
生
み
出
さ
れ
た
国
が
持
つ
べ
き
か
、
あ
る
い
は
長
く
伝
来
し
保
管
し

て
き
た
国
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
点
が
最
大
の
争
点
で
あ
る
。
わ
が
国
も
他
人
事
で
は
な
く
、
韓

国
と
の
間
で
論
争
が
続
い
て
い
る
。
大
倉
集
古
館
所
蔵
の
利
川
五
重
石
塔
の
帰
属
を
巡
る
問
題

は
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
１
）
。 

た
だ
し
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
問
題
で
は
な
く
、
国
内
に
お
け
る
類
似
の
問
題
を

取
り
上
げ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
国
内
で
も
、
そ
の
文
化
財
が
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い

の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
中
央
と
地
方
、
あ
る
い
は
地
方
同
士
で
問
題
化

し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
ず
前
者
の
例
と
し
て
国
宝
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
（
高
野
切
本
）
を
取
り

上
げ
、
次
い
で
後
者
の
例
と
し
て
国
宝
太
刀 

無
銘
一
文
字
（
山
鳥
毛
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

 

一
、
国
宝
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
（
高
野
切
本
） 

ま
ず
こ
の
作
品
の
内
容
の
概
略
を
述
べ
て
お
く
。
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
の
写
本
で
、
縱
二

六
・
四
㎝
、
全
長
二
六
二
㎝
の
巻
子
装
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
古
筆
の
中
で
は
最
も
知
ら
れ
た

高
野
切
の
第
一
種
に
あ
た
り
、
十
一
Ｃ
後
期
の
写
と
さ
れ
る
。
巻
二
十
が
欠
失
な
く
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
そ
の
価
値
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
戦
国

時
代
に
山
内
一
豊
の
妻
が
入
手
し
た
と
さ
れ
、
以
後
長
く
土
佐
の
大
名
山
内
氏
が
所
蔵
し
て
い

た
。
明
治
維
新
後
山
内
氏
は
東
京
に
在
住
し
、
い
つ
か
ら
か
作
品
そ
の
も
の
は
東
京
国
立
博
物
館

に
寄
託
さ
れ
て
い
た
。 
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平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
頃
に
そ
の
売
却
話
が
持
ち
上
が
り
、
高
知
県
が
購
入
す
る
か
否
か

で
論
争
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
過
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
以
下
の
平
成
十
六
年

八
月
十
四
日
朝
刊
の
新
聞
記
事
を
引
用
す
る
。 

高
知
県
は
十
三
日
、
旧
土
佐
藩
主
山
内
一
豊
を
支
え
た
賢
妻
と
し
て
名
高
い
千
代
ゆ
か
り

の
品
と
さ
れ
る
国
宝
「
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
（
高
野
切
本
）
」
を
、
七
億
円
で
山
内
家
か

ら
購
入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
国
宝
は
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
。
県
は
、
同
家
か
ら
千
代
の
肖
像
画
な
ど
山
内
家
に
ま
つ
わ
る
美
術
工
芸
品
や
古
文

書
計
約
三
万
六
千
点
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
も
公
表
し
た
。
（
中
略
） 

県
は
購
入
費
用
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を
九
月
定
例
県
議
会
に
提
案
す
る
方
針
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
朝
日
新
聞
大
阪
版
に
よ
る
） 

八
月
十
三
日
に
高
知
県
が
こ
の
作
品
を
七
億
円
で
購
入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
九
月
の

県
議
会
に
補
正
予
算
案
を
提
案
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
家
か
ら
三
万
六
千
点
の
寄

贈
を
受
け
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
、
同
家
の
代
々
藩
主
が
授
受
し
た
書
状
を
集
め
た
長
帳
と

呼
ば
れ
る
古
文
書
な
ど
約
一
万
八
千
点
の
ほ
か
、
古
写
真
約
一
万
点
、
武
具
、
書
、
茶
道
具
、
能

面
な
ど
の
美
術
工
芸
品
、
一
豊
と
妻
見
性
院
の
肖
像
画
や
書
状
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
実
際
に
は
同

年
七
月
二
十
六
日
に
寄
贈
を
受
け
て
い
た
（
２
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
に
高
知
県
が
購
入
す
る
に
至
る
経
過
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
高
知
県
と
山
内
家
と
は

以
前
か
ら
交
流
が
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
に
一
万
点
余
り
の
古
文
書
を
含
む
歴
史
資
料
、
三

〇
〇
点
余
り
の
美
術
工
芸
品
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
と
と
も
に
、
平
成
七
～
十
五
年
度
に
一
五

〇
九
点
を
三
億
七
九
九
五
万
円
で
購
入
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
山
内
家
の
先
代
が
亡
く
な
り
、

平
成
十
六
年
七
月
の
相
続
税
の
申
告
期
限
を
控
え
、
山
内
家
資
料
の
散
逸
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う

な
事
態
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
七
月
十
五
日
に
山
内
家
か
ら
県
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
寄

託
資
料
全
て
の
寄
贈
、
高
野
切
本
の
県
へ
の
七
億
円
で
の
売
渡
し
に
つ
い
て
申
出
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
国
宝
の
先
買
権
が
あ
る
文
化
庁
の
考
え
は
、
山
内
家
か
ら
購
入
の
申
入
れ
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
が
、
五
～
六
年
先
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
以
後
高
知
県
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
３
）
。 

同
年
十
月
八
日
に
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
知
事
提
出
の
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
七
億
円

で
購
入
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
４
）
。
た
だ
購
入
後
作
品
は
高
知
市
内
に
あ
る
県
と
高
知
市
が
出

資
し
た
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
で
保
管
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
築
四
十
五
年
の
施
設

の
老
朽
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
南
国
市
に
あ
る
高
知
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館
に
て
保
管
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月
に
な
っ
て
高
知
城
近
く
に
設
立

さ
れ
た
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
に
現
在
は
移
管
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
購
入
に
反
対
す
る
意
見
が
多
く
あ
り
、
平
成
十
六
年
十
月
八
日
に
は
県
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
購
入
の
差
し
止
め
な
ど
を
求
め
る
住
民
監
査
請
求
を

提
出
し
た
が
、
十
二
月
に
県
監
査
委
員
は
こ
の
請
求
を
棄
却
し
た
（
６
）
。 

ま
た
、
購
入
後
す
ぐ
に
展
示
に
活
用
さ
れ
県
民
に
披
露
さ
れ
た
。
翌
平
成
十
七
年
四
月
二
日
か

ら
五
月
二
十
九
日
ま
で
特
別
展
「
土
佐
藩
主
山
内
家
の
至
宝 

国
宝
と
重
要
文
化
財
」（
土
佐
山

内
家
宝
物
資
料
館
主
催
、
県
共
催
）
が
高
知
市
内
の
県
立
文
学
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
高
野
切
本
は
四
月
二
日
か
ら
十
日
ま
で
と
二
十
六
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
の
展
示
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
複
製
品
を
代
用
し
て
い
た
（
７
）
。 

続
い
て
い
よ
い
よ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の
放
映
に
合
わ
せ
て
特
別
展
「
山
内
一

豊
と
そ
の
妻
」
が
同
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
翌
年
二
月
五
日
に
東
京
都
の
江
戸
東
京
博
物
館
、

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
に
静
岡
県
立
美
術
館
、
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
に

高
知
県
立
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
（
８
）
。
特
に
高
知
で
は
大
き
な
期
待
を
集
め
大
々
的
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の
特
別
展
「
山
内
一
豊
と
そ
の
妻
」（
土
佐
山
内
家
宝

物
資
料
館
な
ど
主
催
、
朝
日
新
聞
高
知
総
局
な
ど
後
援
）
が
十
五
日
、
高
知
市
丸
ノ
内
一
丁

目
の
県
立
文
学
館
で
始
ま
る
。
十
四
日
に
は
開
会
式
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
ド
ラ
マ

で
一
豊
の
妻
・
千
代
を
演
じ
て
い
る
女
優
の
仲
間
由
紀
恵
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

（
中
略
） 

七
月
十
五
～
二
十
三
日
、
八
月
九
～
十
五
日
に
は
国
宝
「
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
（
高
野
切

本
）
」
も
展
示
。 

 

（
朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
七
月
十
五
日
朝
刊
高
知
版
） 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
そ
の
後
の
経
過
を
含
め
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
高
知
県
に
よ
る

古
今
集
の
購
入
は
正
解
で
あ
っ
た
の
か
否
か
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
先
に
参
考
と
し
た
平
成

十
六
年
十
二
月
一
日
付
け
の
高
知
県
職
員
措
置
請
求
監
査
報
告
書
に
示
さ
れ
る
購
入
を
求
め
る

県
と
反
対
派
の
意
見
は
大
変
興
味
深
い
の
で
、
要
点
を
整
理
し
掲
げ
て
み
よ
う
。
た
だ
し
手
続
き

の
点
に
つ
い
て
の
主
張
も
多
い
が
そ
れ
は
省
略
す
る
。 

購
入
に
反
対
す
る
人
々
の
主
張
す
る
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
国
宝
の
管
理
は
万
全
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
国
外
に
流
失
す
る

と
か
散
逸
す
る
心
配
は
な
い
。
東
京
国
立
博
物
館
で
最
高
の
状
態
で
管
理
さ
れ
て
い
る
国

宝
を
県
が
七
億
円
も
出
し
て
購
入
す
る
必
要
性
が
な
い
。 
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②
取
得
し
て
も
こ
れ
を
管
理
す
る
体
制
が
十
分
で
あ
る
と
は
思
え
な
い 

③
破
綻
状
況
の
県
の
財
政
で
は
文
化
基
金
の
二
倍
に
近
い
金
を
使
う
余
裕
は
な
い
。
そ
し
て
、

い
う
ま
で
も
な
く
県
は
山
内
家
の
財
政
難
を
背
負
う
義
務
は
な
い
。 

④
古
文
書
な
ど
書
跡
を
購
入
し
て
も
観
光
資
源
と
は
な
ら
な
い
。 

そ
れ
に
対
し
て
購
入
を
進
め
る
県
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①
山
内
家
の
先
代
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
相
続
の
問
題
が
起
き
、
山
内
家
資
料
が
散
逸
す
る

恐
れ
が
出
て
き
た
こ
と
。 

②
こ
の
国
宝
を
購
入
す
る
こ
と
で
寄
贈
、
寄
託
と
合
わ
せ
、
山
内
家
資
料
が
す
べ
て
県
に
移
管

さ
れ
、
県
民
共
有
の
財
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。 

③
高
野
切
本
は
、
土
佐
国
守
で
あ
っ
た
紀
貫
之
が
選
者
と
な
っ
た
古
今
和
歌
集
の
現
存
最
古

の
写
本
で
あ
り
、
紀
貫
之
筆
と
の
説
も
あ
る
。
ま
た
、
初
代
藩
主
の
妻
が
実
家
か
ら
持
参
し
、

二
代
藩
主
に
形
見
と
し
て
贈
っ
た
も
の
と
さ
れ
本
県
と
は
縁
の
深
い
も
の
で
あ
る
。 

④
高
野
切
本
は
古
筆
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、
書
跡
資
料
と
し
て
最
高
ラ
ン
ク
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
国
宝
で
文
化
的
価
値
が
高
い
。
ま
た
、
仮
名
文
字
の
手
本
と
し
て
書
道
の
盛
ん
な
本
県

に
お
い
て
有
意
義
な
活
用
が
期
待
で
き
る
。 

 

⑤
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
が
平
成
十
八
年
に
放
映
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
高
野
切
本
が
千
代
ゆ
か
り
の
も
の
で
観
光
資
源
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
変
大
き
い
。

観
光
面
で
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。 

ま
ず
賛
成
意
見
の
①
②
に
つ
い
て
、
確
か
に
山
内
家
資
料
の
散
逸
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
事
実
で
あ
る
。
国
宝
の
古
今
集
の
み
で
な
く
他
の
古
文
書
、
美
術
工
芸
品
も
一
括
し
て
県
に

移
管
さ
れ
た
。
③
の
前
半
部
に
つ
い
て
、｢

高
野
切
本
は
、
土
佐
国
守
で
あ
っ
た
紀
貫
之
が
選
者

と
な
っ
た
古
今
和
歌
集
の
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
紀
貫
之
筆
と
の
説
も
あ
る
。｣

と
あ
る
が
、

こ
の
高
野
切
本
は
紀
貫
之
筆
で
は
書
写
時
期
を
考
え
て
も
無
理
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
伝
承
筆

者
で
あ
る
。
た
だ
後
半
部
に
お
い
て
初
代
藩
主
の
妻
が
実
家
か
ら
持
参
し
た
こ
と
は
事
実
か
否

か
分
か
ら
な
い
が
、
山
内
家
に
代
々
伝
来
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
県
と
は
縁
の
深
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
山
内
家
が
明
治
維
新
後
ず
っ
と
東
京
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
、

作
品
も
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
気
に
掛
か
る
。 

④
⑤
に
お
い
て
活
用
面
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
書
道
の
盛
ん
な
県
に
お
い
て
有
意
義
な

活
用
が
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
こ
の
高
野
切
を
脇
に
置
い
て
臨
書
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
が
平
成
十
八
年
に
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
観
光

面
で
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
予
想
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
あ

ま
り
効
果
を
上
げ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
反
対
意
見
の
④
は
的
を
射
て
い
る
。
た
と
え
国
宝
と
い
え

ど
も
書
跡
一
巻
で
観
光
客
を
呼
び
込
む
効
果
は
薄
い
で
あ
ろ
う
。 

次
に
反
対
意
見
の
主
張
を
考
え
て
み
た
い
。
①
に
お
い
て
確
か
に
国
宝
は
国
に
先
買
権
が
あ

り
、
国
も
数
年
後
に
は
購
入
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
の
で
、
高
野
切
本
が
散
逸
す
る
恐
れ
は
少

な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
山
内
家
が
相
続
の
た
め
に
す
ぐ
に
売
却
し
た
い
意
向
を
示
し
て
い
た
の

で
、
県
が
購
入
し
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
②
の
管
理
体
制
が
不
十

分
な
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
最
も
縁
の
深
い
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
は
老
朽
化
が
す
す
み
保

管
施
設
と
し
て
不
十
分
で
あ
っ
た
と
み
え
、
数
年
後
に
は
閉
館
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
高

知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
た
が
、
保
管
施
設
と
し
て
の
設
備
は
整
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
国
宝
の
書
跡
と
し
て
は
あ
ま
り
相
応
し
く
は
な
く
、
し
か
も
高
知
市
か
ら
離
れ
た

南
国
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
資
料
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
現
在
は

高
知
市
内
に
あ
る
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
に
移
管
さ
れ
保
管
体
制
、
活
用
の
体
制
に
も

問
題
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
③
の
県
の
財
政
状
況
か
ら
購
入
は
不
可
と
い
う
の
は
賛
成
で
き
な

い
。
そ
う
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
地
方
公
共
団
体
は
貴
重
な
文
化
財
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
る
。
必
要
度
が
高
け
れ
ば
少
々
無
理
を
し
て
も
購
入
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

結
局
、
伝
来
の
重
要
性
、
地
方
の
振
興
、
保
存
管
理
体
制
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
山
内
家

資
料
の
一
括
保
存
は
果
た
さ
れ
た
も
の
の
、
地
方
の
振
興
に
は
あ
ま
り
役
立
た
ず
、
当
時
の
保
管

施
設
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
平
成
十
六
年
度
に
県
が
購
入
す
る
積
極
的
な
理

由
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
件
は
こ
こ
数
年
ゼ
ミ
の
授
業
で
学
生
に
意
見
を
求
め
て

き
た
が
、
多
数
意
見
は
東
京
で
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
今
ま
で
二
人
の
高
知
県
出
身
者
が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
高
知
県
で
は
こ
の
古
今
集
に
つ

い
て
の
関
心
が
低
く
地
方
の
振
興
に
役
立
っ
て
お
ら
ず
、
購
入
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

意
見
で
あ
っ
た
。 

 
二
、
国
宝
太
刀 

無
銘
一
文
字
（
山
鳥
毛
） 

こ
の
国
宝
の
太
刀
も
ど
こ
が
所
有
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
の
か
を
争
っ
た
事
例
と
し
て
興
味

深
い
の
で
、
以
下
そ
の
経
緯
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず
こ
の
作
品
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
刃
長
七
九
・
一
㎝
、
反
り
三
・
三
㎝
、
元
幅

三
・
五
㎝
、
先
幅
二
・
二
㎝
、
鋒
長
三
・
三
㎝
の
も
の
で
、
刀
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
備
前

国
の
一
文
字
派
の
最
盛
期
で
あ
る
鎌
倉
時
代
中
期
の
太
刀
で
あ
る
。
特
に
刃
文
が
最
も
大
模
様



有形文化財の所在地について

（20）

に
乱
れ
て
刃
中
の
変
化
に
富
ん
だ
作
と
評
価
さ
れ
る
。
山
鳥
毛
と
号
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
刃
文
が

山
鳥
の
羽
毛
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る
。
関
東
管
領
に
伝
わ
っ
た
品
（
９
）

と
か
、
上
杉

謙
信
に
献
上
さ
れ
た
も
の
と
か
伝
え
ら
れ
る
（

10
）

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
景
勝
自
筆

の｢

腰
物
目
録｣

に｢

山
鳥
毛｣

の
記
述
が
あ
り
（

11
）
、
景
勝
の
愛
刀
と
し
て
上
杉
家
に
伝
来
し
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
上
杉
家
か
ら
岡
山
県
の
愛
刀
家
の
元
に
渡
っ
た
と

さ
れ
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
か
ら
は
岡
山
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
（

12
）
。 

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
新
潟
県
上
越
市
市
長
が
市
と
し
て
購
入
す
る
趣
旨
の
記
者
会

見
を
開
い
た
の
が
事
の
発
端
で
あ
る
。
以
下
新
聞
記
事
を
み
て
み
よ
う
。 

上
杉
謙
信
と
景
勝
が
愛
用
し
、
現
在
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
太
刀
を
上
越
市
が
購
入

す
る
方
針
を
固
め
、
村
山
秀
幸
市
長
が
二
十
三
日
発
表
し
た
。
歴
史
に
特
化
し
た
博
物
館
と

し
て
二
〇
一
八
年
七
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
市
立
総
合
博
物
館
の
目

玉
に
す
る
考
え
だ
。
（
中
略
） 

市
は
所
有
者
の
「
市
が
希
望
す
る
な
ら
太
刀
を
謙
信
の
故
郷
に
戻
し
た
い
」
と
の
意
向
を
確

認
し
た
と
い
う
。 

専
門
家
に
よ
る
評
価
額
は
三
億
二
千
万
円
。
市
は
市
民
か
ら
の
寄
付
を
募
る
と
と
も
に
、
市

外
か
ら
の
寄
付
も
得
ら
れ
る
よ
う
ふ
る
さ
と
納
税
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め
る
た
め
、
九

月
補
正
予
算
案
に
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
の
印
刷
代
な
ど
三
十
八
万
円
を
計
上
し
た
。
十
七
年
度

当
初
予
算
に
太
刀
購
入
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
、
同
年
度
中
に
太
刀
を
買
い
取
る
計
画

だ
。 

県
教
委
に
よ
る
と
、
県
内
の
国
宝
は
十
日
町
市
の
笹
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
深
鉢
形
土
器

（
火
焔
（
か
え
ん
）
型
土
器
を
含
む
九
二
八
点
の
出
土
品
で
構
成
）
の
一
件
し
か
な
い
。 

（
朝
日
新
聞
八
月
二
十
四
日
朝
刊
新
潟
県
版
） 

上
杉
謙
信
が
居
城
を
構
え
た
春
日
山
城
（
現
上
越
市
内
）
を
景
勝
が
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

に
離
れ
た
た
め
、
上
杉
家
ゆ
か
り
の
品
が
ほ
と
ん
ど
市
内
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
の
謙
信
・

上
杉
家
ゆ
か
り
の
も
の
を
求
め
る
声
は
根
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市

は
市
民
か
ら
の
寄
付
を
募
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
も
活
用
し
て
の
購
入
に
向
け
て
準

備
を
進
め
た
。
翌
平
成
二
十
九
年
二
月
市
は
総
額
一
〇
七
六
億
円
の
予
算
の
う
ち
こ
の
太
刀
購

入
の
た
め
三
・
二
億
円
の
新
年
度
予
算
案
を
計
上
し
た
（

13
）
。
同
時
期
、
岡
山
県
で
は
こ
の
太
刀

を
保
管
す
る
岡
山
県
立
博
物
館
に
国
宝
は
二
件
し
か
な
く
、
貴
重
な
文
化
財
が
流
出
す
る
事
態

と
な
る
と
報
じ
ら
れ
た
（

14
）

の
は
注
目
さ
れ
る
。
県
外
へ
の
流
出
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

賛
成
す
る
人
々
は
「
国
宝
謙
信
公
太
刀
（
山
鳥
毛
）
収
集
市
民
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
（

15
）

の

に
対
し
、
反
対
派
は
税
金
で
の
購
入
に
反
対
を
示
す
署
名
活
動
を
行
う
（

16
）

な
ど
市
民
は
真
っ

二
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
が
専
門
家
の
算
定
し
た
三
・
二
億
円
に
対
し

て
所
有
者
は
五
億
円
以
上
を
希
望
し
た
た
め
、
購
入
金
額
が
折
り
合
わ
ず
、
同
年
十
一
月
に
上
越

市
は
購
入
を
断
念
し
た
（

17
）
。 

こ
の
太
刀
の
購
入
は
宙
に
浮
い
た
か
に
見
え
た
が
、
翌
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
に
な

っ
て
所
有
者
か
ら
岡
山
県
瀬
戸
内
市
に
対
し
て
譲
渡
の
打
診
が
あ
り
、
同
年
四
月
に
瀬
戸
内
市

は
購
入
の
方
針
を
表
明
し
た
。 

瀬
戸
内
市
は
二
十
三
日
、
上
杉
謙
信
が
愛
用
し
た
と
さ
れ
る
国
宝
の
備
前
刀
「
太
刀 

無
銘

一
文
字
」（
愛
称
・
山
鳥
毛
）
を
、
岡
山
県
在
住
の
個
人
の
所
有
者
か
ら
購
入
す
る
方
針
を

表
明
し
た
。
こ
の
刀
は
新
潟
県
上
越
市
が
購
入
を
目
指
し
て
所
有
者
と
交
渉
を
続
け
た
が
、

売
買
金
額
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
昨
秋
に
購
入
を
断
念
し
て
い
た
。 

二
十
三
日
に
開
か
れ
た
瀬
戸
内
市
議
会
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
市
が
購
入
方
針
を
示

し
た
。
市
に
よ
る
と
、
所
有
者
が
提
示
し
た
売
却
額
は
五
億
円
。
市
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多
数
の
人
々
か
ら
資
金
を
集
め
る
）
型
の
ふ

る
さ
と
納
税
で
資
金
調
達
す
る
方
針
だ
。 

（
朝
日
新
聞
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
六
日
朝
刊
岡
山
県
版
） 

こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
市
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
資
金
の
調
達
を
考
え

た
。
六
月
に
は
専
門
家
五
人
に
よ
る
評
価
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
太

刀
が
瀬
戸
内
市
長
船
町
を
拠
点
に
し
た
福
岡
一
文
字
派
の
制
作
に
な
り
、
市
が
購
入
す
る
こ
と

で
教
育
文
化
的
価
値
や
観
光
と
い
っ
た
産
業
活
動
へ
の
影
響
な
ど
、
波
及
効
果
も
含
め
て
総
合

的
に
評
価
し
た
結
果
、
五
億
円
以
上
の
価
値
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
た
（

18
）
。
購
入
の
た
め
の
議

案
も
市
議
会
で
可
決
さ
れ
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（

19
）
。
し
か
し
、
七
月
に
西
日
本
豪

雨
が
瀬
戸
内
市
に
も
被
害
を
与
え
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
は
遅
れ
た
が
、
十
一
月
一
日

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
（
国
内
外
、
企
業
）
が
開
始
さ

れ
た
。
市
長
は
た
び
た
び
購
入
の
目
的
に
つ
い
て
「
街
づ
く
り
や
地
域
経
済
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
、
刀
匠
の
技
術
伝
承
と
い
う
社
会
的
意
義
が
あ
り
、
県
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
県
に
と
ど
め

る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
（

20
）
」
と
発
言
し
た
。
こ
の
太
刀
が
市
内
の
刀
匠
の
製
作
意
欲
を
高
め
る

と
同
時
に
、
存
在
が
地
域
の
核
と
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と

理
解
さ
れ
て
い
た
。 

一
時
寄
付
金
が
順
調
に
集
ま
ら
ず
公
費
の
投
入
も
検
討
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
寄
付
金
に
よ
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っ
て
資
金
調
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
購
入
問
題
が
顕
在
化
し
た
後
多
く
の
反
対
意
見
も

出
さ
れ
、
市
民
団
体
か
ら
中
止
を
求
め
る
署
名
簿
も
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
理
由
も
税
金
で

購
入
す
る
こ
と
や
経
済
効
果
へ
の
疑
問
、
他
の
事
業
を
優
先
す
る
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（

21
）
。

市
内
の
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
十
四
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
特
別
展
「
一
文
字
と
長
船
」
の
中
で
十
月
八
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
山
鳥
毛
が
陳
列
さ
れ

た
こ
と
が
関
心
を
高
め
、
翌
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
月
二
十
八
日
、
寄
付
額
が
目
標
を
上
回

っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。 

瀬
戸
内
市
は
二
十
七
日
、
戦
国
武
将
・
上
杉
謙
信
が
愛
用
し
た
と
さ
れ
る
国
宝
の
備
前
刀

「
太
刀 

無
銘
一
文
字
（
む
め
い
い
ち
も
ん
じ
）
」（
愛
称
・
山
鳥
毛
〈
さ
ん
ち
ょ
う
も
う
〉
）

の
購
入
費
と
し
て
募
っ
て
い
た
寄
付
が
、
目
標
の
五
億
一
三
〇
九
万
円
を
超
え
た
と
発
表

し
た
。
市
は
所
有
者
と
二
月
中
に
も
仮
契
約
を
結
び
、
議
会
の
議
決
を
経
て
買
い
取
る
見
通

し
と
い
う
。
（
中
略
） 

記
者
会
見
し
た
武
久
顕
也
市
長
ら
に
よ
る
と
、
二
十
六
日
現
在
で
八
億
円
を
超
す
寄
付
が

国
内
外
の
延
べ
一
万
四
千
超
の
個
人
や
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
目
標
額
と
返
礼
品
な
ど
の

経
費
を
加
え
た
総
額
を
上
回
っ
た
。
昨
年
末
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で
増
え
た
と
い
う
。 

 
 

 

（
朝
日
新
聞
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
八
日
朝
刊
岡
山
県
版
） 

そ
の
後
市
議
会
の
承
認
を
得
て
三
月
に
市
側
に
引
き
渡
さ
れ
、
備
前
長
船
博
物
館
に
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
大
の
影
響
で
当
初
の
春
の
展
示
は
延
期
さ
れ
た
が
、
秋
の
九
月
十
日
か
ら

十
月
四
日
ま
で
展
示
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
（

22
）
。 

こ
の
太
刀
を
瀬
戸
内
市
が
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
目
的
、
効
用
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
示
さ
れ
て
お
り
（23）

、
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

①
制
作
地
と
し
て
守
る 

制
作
者
と
さ
れ
る
福
岡
一
文
字
派
は
、
現
在
の
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
を
拠
点
に
活
躍
し

た
刀
工
集
団
で
あ
り
、
瀬
戸
内
市
は
山
鳥
毛
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
。 

②
散
逸
の
恐
れ
が
あ
る 

瀬
戸
内
市
が
購
入
で
き
な
け
れ
ば
他
に
売
却
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
岡
山
県
外
へ
持
ち
出

さ
れ
る
こ
と
や
一
般
に
公
開
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。 

③
刀
剣
の
博
物
館
が
あ
り
そ
こ
で
保
管
で
き
る 

市
内
に
あ
る
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
に
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
刀
剣
の
所
蔵
は
な
い
の

で
、
こ
こ
で
保
管
し
展
示
す
る
。
そ
の
た
め
に
施
設
の
改
修
を
進
め
る
。 

④
伝
統
技
術
の
継
承 

市
内
に
お
い
て
数
少
な
く
な
っ
て
い
る
刀
匠
な
ど
の
職
人
の
育
成
を
通
じ
、
日
本
刀
に
込

め
ら
れ
た
我
が
国
の
伝
統
技
術
の
継
承
と
発
展
に
貢
献
す
る
。 

⑤
地
域
振
興
・
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用 

博
物
館
入
館
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
博
物
館
周
辺
の
観
光
施
設
や
飲
食
店
等
に
立
ち
寄

る
こ
と
に
よ
り
地
域
消
費
が
高
ま
る
。
歴
史
文
化
資
源
を
活
用
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
を

進
め
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
を
図
る
、
ま
た
瀬
戸
内
市
で
し
か
体
験
・
体
感
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
観
光
商
品
の
開
発
に
尽
力
す
る
。 

⑥
子
ど
も
へ
の
教
育
効
果 

児
童
生
徒
が
直
に
国
宝
を
目
に
し
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
生
み
出

し
た
地
域
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
探
求
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
高
ま
る
。 

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
状
況
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
太
刀
は
制
作
地
に｢

戻
さ
れ｣

活
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
瀬
戸
内
市
の
尽
力
に
は
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
活
性
化
や
地

域
教
育
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
少
し
気
に
掛
か
る
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
市
が
二
〇
二
〇
年
度
か

ら
「
文
化
観
光
部
」
を
新
設
し
て
文
化
財
に
関
す
る
業
務
を
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
直
属
に
し
、

保
存
や
活
用
を
一
体
的
に
担
え
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
観
光
面
が
優
先
さ
れ
る
恐
れ
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
瀬
戸
内
市
は
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
六
日
に
地
域
活
性
化
を
実
現
し

た
と
し
て
令
和
二
年
度
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
地
方
創
生
担
当
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
（

24
）
。

こ
れ
も
地
方
創
生
大
臣
が
過
去
に
発
言
し
た
内
容
（

25
）

を
併
せ
て
考
え
る
と
、
保
存
よ
り
活
用

面
の
み
が
評
価
さ
れ
る
危
険
性
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
先
の
市
の
立
案
し
た
活
用
基
本
計
画
に

あ
る
保
存
関
係
の
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。 

さ
て
、
結
果
的
に
は
こ
の
太
刀
は
制
作
地
に
お
い
て
保
存
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
果

た
し
て
制
作
地
の
岡
山
県
瀬
戸
内
市
に
あ
る
の
が
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
長
く
所
有
者
と
し
て

伝
え
て
い
た
上
杉
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
新
潟
県
上
越
市
に
あ
る
の
が
よ
い
の
か
を
考
え
た
い
。 

ま
ず
保
管
施
設
は
両
方
と
も
市
立
の
博
物
館
が
あ
り
相
応
し
い
内
容
も
備
え
て
い
る
。
地
域

振
興
へ
の
取
り
組
み
も
双
方
と
も
熱
意
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
上
越
市
は
上
杉
謙
信
・
景
勝

お
よ
び
上
杉
家
と
の
縁
を
主
張
し
て
い
た
が
、
謙
信
に
献
上
さ
れ
た
の
が
事
実
で
あ
る
か
否
か

が
確
定
で
き
な
い
こ
と
、
上
杉
家
は
江
戸
時
代
に
山
形
県
米
沢
市
の
大
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
や
や
根
拠
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
瀬
戸
内
市
の
方
は
制
作
地
と
し

て
間
違
い
な
い
の
で
、
根
拠
は
よ
り
優
る
と
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
何
よ
り
市
民
の
支
持
が
厚

か
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

こ
こ
ま
で｢

古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
（
高
野
切
）｣

と｢

太
刀 

無
銘
一
文
字
（
山
鳥
毛
）｣

を
め

ぐ
っ
て
東
京
、
地
方
の
ど
こ
に
文
化
財
が
あ
る
の
が
よ
い
の
か
を
述
べ
て
き
た
。 

そ
の
際
に
考
慮
す
べ
き
主
な
事
柄
は
、
①
制
作
地
、
伝
来
地
と
し
て
ど
こ
ま
で
根
拠
が
あ
る
の

か
、
②
保
管
施
設
が
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
③
そ
の
地
域
の
文
化
財
と
し
て
ど
こ
ま
で
住
民

の
支
持
を
受
け
、
地
域
の
振
興
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
で
あ
る
。
高
知
県
の
古
今
集
の

例
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
財
と
し
て
県
民
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
①
、
②
、
③
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
作
品
の
分
野
に
よ
っ
て
も
相
違
が
生
じ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
の
信
仰
に
根
ざ
し
た
彫
刻
、
地
域
の
歴
史
の
資
料
と

し
て
重
要
な
古
文
書
や
発
掘
品
な
ど
は
、
一
括
保
存
の
必
要
性
も
高
く
、
そ
の
地
で
保
存
活
用
す

る
の
が
相
応
し
い
。 

最
後
に
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
都

道
府
県
別
の
一
覧
表
（

26
）

を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
石
器
や
古
墳
時
代
の
発
掘
品
の
よ
う

に
歴
史
的
、
制
度
的
に
東
京
に
集
積
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（

27
）

が
、
財
力
の
あ
る
所
有
者
や
大
き

な
博
物
館
な
ど
に
自
然
と
集
ま
っ
た
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
近
年
の
自
然
災
害
を
見
て
も
、
あ

る
い
は
遠
か
ら
ず
首
都
圏
に
は
大
規
模
な
地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
あ
る

程
度
地
方
へ
の
分
散
化
も
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
前
は
地
方
の
保
管
施
設
の
設

備
に
不
安
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
内
容
は
ど
こ
の
県
で
も
充
実
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
。 

 注 （
１
）・
荒
井
信
一
『
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
文
化
財―

近
代
日
本
と
朝
鮮
か
ら
考
え
る
』
岩
波
新

書 

岩
波
書
店 

二
〇
一
二
年
七
月
。 

 

・
五
十
嵐
彰
『
文
化
財
返
還
問
題
を
考
え
る
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

岩
波
書
店 

二
〇

一
九
年
十
一
月
。 

 
 

 

（
２
）
朝
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
八
月
十
四
日
朝
刊
高
知
版
、
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
高
知
県
職

員
措
置
請
求
監
査
報
告
書
。 

（
３
）
以
上
の
記
述
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
高
知
県
職
員
措
置
請
求
監
査
報
告
書
に
よ
る
。 

（
４
）
朝
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
十
月
九
日
朝
刊
高
知
版
。 

（
５
）
高
知
県
庁
Ｈ
Ｐ
中
の
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
項
目
に
よ
る
（
令
和
三
年
三
月
三
十
日
閲

覧
）
。 

（
６
）
朝
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
十
二
月
三
日
朝
刊
高
知
版
。 

（
７
）
朝
日
新
聞
二
〇
〇
五
年
四
月
三
日
朝
刊
高
知
版
。 

（
８
）
朝
日
新
聞
二
〇
〇
五
年
十
二
月
三
日
朝
刊
高
知
版
。 

（
９
）
佐
藤
寒
山
『
武
将
と
名
刀
』 

人
物
往
来
社 

一
九
六
四
年
、
し
か
し
論
拠
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。 

（

10
）
福
永
酔
剣 

『
日
本
刀
大
百
科
事
典
』
に
は
、「
上
杉
家
刀
剣
台
帳
」
に
、
弘
治
二
年
十

月
に
上
杉
謙
信
が
上
州
に
向
か
っ
た
際
に
白
井
城
主
長
尾
憲
景
か
ら
献
上
さ
れ
た
と

の
記
述
が
あ
る
が
、「
上
杉
家
刀
剣
台
帳
」
は
近
代
の
も
の
で
ど
こ
ま
で
信
頼
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
。 

（

11
） 

角
屋
由
美
子 

「
米
沢
藩
上
杉
家
と
そ
の
文
化
財
」 

『
定
本 

上
杉
名
宝
集
』 

郷
土
出

版
社
、
一
九
九
六
年
七
月
。 

（

12
）
瀬
戸
内
市
『
議
会
だ
よ
り
せ
と
う
ち
』
二
〇
一
八
・
八
・
一
第
五
十
五
号
。 

（

13
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
二
月
二
十
二
日
朝
刊
新
潟
県
版
。 

（

14
）
山
陽
新
聞
デ
ジ
タ
ル
二
〇
一
七
年
八
月
二
十
七
日
。 

（

15
）
上
越
タ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
一
六
年
九
月
六
日
。 

（

16
）
上
越
タ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
二
日
。 

（

17
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
九
日
・
二
十
二
日
新
潟
県
版
。 

（

18
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
日
朝
刊
岡
山
県
版
。 

（

19
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
七
日
朝
刊
岡
山
県
版
。 

（

20
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
九
年
二
月
十
五
日
朝
刊
岡
山
県
版
。 

（

21
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
七
日
朝
刊
岡
山
県
版
。 

（

22
）
朝
日
新
聞
二
〇
二
〇
年
九
月
十
一
日
朝
刊
岡
山
県
版
。 

（

23
）
瀬
戸
内
市 

『｢

山
鳥
毛
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
様
々
な
疑
問
に
答
え
ま
す

（
令
和
元
年
五
月
十
三
日
）
』
、 

瀬
戸
内
市 

「
『
山
鳥
毛
』
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト: 

現

在
の
取
組
状
況｣

『 

広
報
せ
と
う
ち
』
一
七
六
号 

二
〇
一
九
年
七
月
、
瀬
戸
内
市｢

瀬

戸
内
市
山
鳥
毛
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

（
国
宝
「
山
鳥
毛
」
活
用
基
本
計
画
）｣

令

和
二
年
三
月
。 

（

24
）
内
閣
府 
地
方
創
生
推
進
事
務
局 

『
令
和
二
年
度 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
大

臣
表
彰
』
、
二
〇
二
一
年
一
月
。 
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（

25
）
二
〇
一
七
年
四
月
、
当
時
の
地
方
創
生
大
臣
の
山
本
幸
三
氏
は
、｢

一
番
が
ん
な
の
は

学
芸
員
。
普
通
の
観
光
マ
イ
ン
ド
が
全
く
な
い
。
こ
の
連
中
を
一
掃
し
な
い
と｣

と
か

｢

新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
、
学
芸
員
は
『
文
化
財
だ
か
ら
』
と
全
部
反
対
す
る
。
学
芸
員
だ

け
の
文
化
財
で
や
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
か
ら
観
光
立
国
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
。｣

と
発
言
し
た
と
報
道
さ
れ
大
問
題
と
な
っ
た
。 

（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
四
月
十
七
日
朝
刊
全
国
版
） 

（

26
）
文
化
庁
Ｈ
Ｐ
政
策
に
つ
い
て―

文
化
財―

文
化
財
の
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

地
方
の
指
定
文
化
財―

都
道
府
県
・
市
町
村
指
定
等
文
化
財
の
件
数
。 

（

27
）
高
木
博
志
「
現
地
保
存
の
歴
史
と
課
題―

地
域
の
文
化
財
は
地
域
の
も
の―

」
『
日
本

史
研
究
』
六
〇
二
号 
二
〇
一
二
年
十
月
。 


